
  

 

 

 

 

 

 
 

  
 

 

  

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支部長交代しました！ 
初めまして。4 月より赤木さんから支部長の

バトンを頂きました長谷川と申します。今まで赤

木さんが築かれた京葉支部をみなさんと一緒に

盛り上げていきたいと思います。どうぞよろしく

お願いいたします。 

外出自粛生活が続く中での AFS 活動って？

と疑問に思っていましたが、帰国した留学生の

声が届いたり、支部のオンライン座談会を通し

て、在宅でも多くの方と繋がっていることを実

感します。またお互い励まし合うことが増え、い

つも以上に人の優しさを感じています。今まで

の生活で見落としてきたものが感じられる日々

も悪くないと思うこの頃です。    

長谷川 涼子 

おかえりなさい！！ 
 

2020 年３月、COVID-19 感染拡大によ

り AFS は全世界での全てのプログラムを

中止、世界各国で留学生活を送っていた京

葉支部 66 期、67 期日本人派遣生たちは

プログラムの途中ではありましたが急遽帰

国いたしました。また、京葉支部に滞在して

いた留学生たちも、ファミリーに見守られ

ながら、慌ただしく帰国いたしました。 

AFS京葉 Vol.8 
     

発行日 令和 2年 7月 1日 

発行者 AFS日本協会京葉支部 

       支部長 長谷川 涼子 

～どんなときも～ 
2020 年度の新年度が、新型コ

ロナ渦の真っ只中で始まりました。

前代未聞の長期に渡る学校の休

校、そして生活全般がまさに激変し

ておりますが皆様いかがお過ごし

でしょうか。 

想像を遙かに越える世界的なパ

ンデミックで、この春予定していた

留学生をついに迎える事が叶いま

せんでした。しかし私たち京葉支部

では、留学生をいつでも迎えられ、

日本の高校生が安心して世界に向

かって羽ばたけるようにと、オンラ

イン活動に切り替わった今も情熱

を絶やすことなく、互いの絆を一層

深めているところです。 

そのような折、京葉支部では支

部長の交代があり長谷川涼子さん

がこの春より新支部長をつとめて

くださっています。2001 年より在

籍の赤木は最古参としてこれから

も活動を見守るつもりです。若干で

すがコロナ収束の兆しがあるよう

で、このニュースレターが皆様にお

届けできる頃には、今よりもう少し

状況が良くなっていると思われま

す。さあ皆様、あと少しだけ共に頑

張ってまいりましょう。   

赤木 千秋 

 

急遽帰国となった AFS 生たち。その帰国は多く
の方々のサポートとご尽力によって実現しまし
た。帰国生の声や帰国手配の舞台裏エピソード
が語られている特設ページです。ぜひご覧いた
だき、AFSのつながりを感じてください。 

 

 

 

 

 

https://www.afs.or.jp/responsetocovid-19/ 

 

はじめまして。支部長
の長谷川です。リター
ニー＆66期派遣生の
保護者です。 

ドイツから帰国しました！ 

ブラジルから帰国しました！ 

イタリアから帰国しました！ 



 

  

 

派遣生帰国レポート 

犬塚さん/66期インド 

【ホストファミリーになりませんか？】 

 世界 40か国以上から、夢と希望を胸に日本にやってくる高校生の第二の家族となってみませんか？ 

ご興味あれば、裏面の問合せ先までメールまたはお電話でご連絡ください。QRコードからもお申込みいただけます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

派遣生保護者レポート  

犬塚さん/66期インド 

 
カルチャーショックとは？（派遣生 犬塚漢采さん） 
 

「どうしてインドをえらんだの？」これは必ず聞かれる定番

フレーズですね（笑）実際のところかっこいい理由などはなく、

ただ苦労したい、人と違うところに行ってみたいという単純

な理由です。実は以前小学校の時に家族旅行で行ったことが

あるのですが、その時は「二度とインドには来たくない」と小さ

いながら思っていました。きっとインドを楽しむには幼すぎた

のかもしれません。しかし、いろいろなことを学ぶにつれて（ド

Mになっただけかもしれませんが）いい思い出がなかったイン

ドにまた行ってみたいと思うようになり、AFS の広告で派遣

先であるインドを見つけた時には気付いたら申し込んでいま

した。 

僕が8か月の留学での一番大きな学びは「違いに目を向け

るのではなく、同じ人間であることを考える大切さ」です。 

最初の数か月は「違い」に戸惑ったり、楽しんだりしていまし

た。実際ご飯は手で食べたり、桶で水を汲みながらシャワーを

浴びたりと生活習慣のほとんどが異なっており、適応するの

にはかなり苦労しました。言語や生活様式、考え方が異なるの

は当たり前のことであり僕はこれらのことはカルチャーショッ

クには思えませんでした。留学生活が半分を過ぎ、「カルチャ

ーショックはないの？」や「カルチャーショックが大変でした」

という友達の声を聞くにつれてそのようなことがなかった僕

はとても焦り、「本当に留学先で自分から文化を学ぼうとして

いるのか？」と自問し、とても不安になりました。しかし、それ

がきっかけで国同士の「違い」というのを深く考えることがで

きました。文化、食べ物、考え方、言語、生活様式などが異なる

のは当たり前です。しかしそんな違いは木で例えると枝葉の

違いです。同じ人間としてやっている根本的なことは同じで

す。衣食住というのはどこに行っても形こそ違いますが結局

は同じであるということに気づくことができたのが一番の学

びです。違いにばかり目を向けて生活するのではなく同じと

ころに目を向け、その国に行って何をしたいのか？どうしたら

友達と仲良くできるのか？ということを考えるほうが僕は大

切であるということを学びました。ぜひこれから留学される

皆さんには「同じところを大切にし、現地で何をするかが重要

である」ということを考えながら生活していただきたいなと

思っています。 

  

寄り添いと見守る難しさ（犬塚さん保護者） 
 

 この度の状況下において、真っ先に派遣生達の安全を最優先し親元

に帰して頂いた事に心より感謝いたします。私たちの想像を絶する難

局を、昼夜問わず対応して下さった関係者の皆様に感謝の気持ちで

いっぱいです。 

 息子のインド留学は私に見守ることの難しさを教えてくれました。見

知らぬ土地の見ず知らずの家族に息子を託すということは、感謝以

外何もないはずが、ちょっとした誤解や受け止め方の違いで不信感に

つながることがありました。様子が分からない故、勝手な想像力で物

事を決めつけてしまったり疑ってみたりと、決して良い方向に進むは

ずがありません。当然、その間で苦しむのは息子で、どんどん本来の

趣旨から離れた所に私自身が息子を追いやってしまったように思い

ました。 

 そんな私の気持ちを察してか、派遣生チームの皆さんがさり気なく

寄り添い、支えてくださいました。正確な情報を待つこと、客観的な

判断を仰ぐこと、何よりつらい状況に置かれている息子の心に寄り添

い、支え、見守る事の大切さを教えて頂いたように感じます。 

 良かれと思って、ついつい口うるさく言ってしまいがちですが、失敗

も辛い経験も離れたところからそっと見守る事を心がけようと思い

ました。息子と同じ目線に立つのではなく、寄り添う事。彼が親元を8

か月離れたことで、実は私がとても色々な事に気づかされた大変貴

重な時間でした。 

 また、ホストファミリーを始め、現地スタッフの皆様にも大きな心で

息子を受け止めてくださったことに感謝しかありません。 

 

 



 

 

 

 

留学生からのメッセージ 

 

【ボランティア募集中】 

 支部では１～２ヵ月に１回、留学生との交流イベントを企画し親睦を深めています。行事の企画、準備、日本語支援、送迎、ニュースレター作成など、お

手伝いしてくださる方を大募集しています！英語ができなくても大丈夫！異なった言葉や生活習慣に興味を持ち、お互いに理解しようと歩み寄る、

そんな体験を通して「平和な世界をめざす」ＡＦＳ精神に共感してくださる方、一緒に活動しませんか？活動は不定期です。お問い合わせください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

                                          

 

 

 

今のところは、ロックダウンがあっても、みんなに会いに行け

なくても、私は元気にしています。留学の後に、色々な考えが

できて、新しい見方を作られるようになりました。私の AFS 

year は私にとって大切なのです。過去のことを考えると、日

本に行くって決めて本当に良かったって、そう思います。様々

なことを学んで、人に出会えてよかった。もし 2019 年はブ

ラジルに居たら勿体無いって感じがあります。ですから、私の

夢を叶えるになってくれた人々には感謝しないといけませ

ん、ファミリーも、AFS の人達も。私が間違いをしたでさえ、

みんなは私のことを大事にしています。ありがとうございま

した！ 

 

クルト オーストリア 

ファビ イタリア  

 ベアトリス ブラジル 

 

Hello!  It was really hard going back to Germany. It felt 

like going home at the best time. But I also was happy 

going home because I missed my family and friends a 

lot. Here in Germany, I miss speaking in Japanese so 

much. I miss talking to my hostfamily and friends. It 

felt different but normal coming back.  

My year in japan was amazing! I had so much 

opportunities and chances to experience the 

japanese culture! I found a lot of friends and even I 

had some problems with the hostfamily, I am over 

grateful for them to have welcomed me in their family. 

I learned a lot about the japanese culture and 

japanese in... 続きはオンラインページでご覧ください⇒ 

 

他の留学生・帰国生からもメッセージが届いています！ 

オンラインページでご覧ください。 

 

❖ムイ（タイ）   ❖ホンセン（マレーシア） 

❖ユンソ（韓国） ❖クリスティン（香港） 

❖ナツ（タイ）   派遣生帰国レポート 

  

 バネッサ ドイツ 

 
秋からアムステルダム大学に勉強してい
て、アムステルダムに住んでいます。この写
真は、大｝学の近くにあるカナルで撮られ
ました。オランダには日が長くて、夕べの
光がとくにきれいだと思います。 
 

 

 

今日はパリに新しい眼鏡をとりに行きます！最後の外出は２週間

前だったから、ちょっとドキドキしています。彼氏の家にいるのはも

う、一ヶ月半がたって、ここでの生活はわたしの日常になったのです。

毎日くじ頃に起きて、朝ごはんを食べて、日本語の単語を勉強してま

す。それから、彼氏のフロリアンと彼の父と昼ごはんを食べて、フロリ

アンと昼寝します。運転できるように勉強して、大学の宿題をします。

時間があれば庭でお手伝いします。楽しいです！ 

しかし毎日勉強して疲れます。わたしは庭でいい天気を楽しめます

が、できなかったらもっと寂しくなると思います。それでも友達とはな

し続けて、お互い勉強の応援をしてます。そして、最近はお友達のレア

の誕生日に歌を作りました！彼女も日本語を勉強してますから、日本

語にしました。外出禁止令の前は彼女と毎週音楽を引いていました。

彼氏の家にはたくさんの絵を描く道具があって、ずっと家にいるか

ら、お母さんの誕生日にも頑張ってプレゼントを作りました。アニメー 

 

 ジュリエット フランス 

 

QR 

ションを作りました。勉強しても時々楽しむ時間はあります。 

 



 

 

 

【お問い合わせ先】 

公益財団法人 AFS日本協会  ☎ 03-6206-1911  URL: http://www.afs.or.jp     

京葉支部 ☎ 070-1501-7065  📧 info-keiyo@afs.or.jp  支部長 長谷川 涼子   

 

ホストファミリー体験記 

鵜沢さん／クリスティン（香港）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

♥ご寄附のお願い♥ 
 

京葉支部の活動は、皆様からのご寄附で支えられています。今まで

に頂戴しましたご寄附は、留学生や派遣生の交流行事やニュースレ

ターの発行費用等に活用させていただきました。引き続きのご支

援を賜りますようお願いいたします。AFS日本協会のホームペー

ジ「寄附」メニューから、クレジットカードで手続きが可能です。 
 

また、郵便口座への振替も可能です。 

口座番号 00170-5-610779 

加入者名：AFS寄付金口座 

 
 

いずれの場合も、通信欄には「京葉支部宛寄附」とご記載ください。 
 

また、AFS日本協会への寄附金につきましては、確定申告の際 

に各種税金の優遇措置の対象となります。 

クリスティンを迎えて 
 

日本語はカタコト。英語はペラペラ。結構押しが強い。クリスティンのホームステイのお話をいただい

た時、香港の子をこのように勝手に想像していました。しかしほかの留学生たちより１週間遅れて一人

で新浦安駅に、自分の体ほどもある大きなスーツケースをもってリムジンバスから降りてきた華奢な女

の子は、私たちの想像とは違い日本語が上手く、そしてちょっとシャイな子でした。 

来日当初から、香港では民主化のデモが起こって抗争が激化する中、クリスティンは帰宅してもすぐ

部屋に閉じこもってしまい、毎日香港の友達と電話してばかり。なぜ日本に留学したの？と感じたこと

もありました。最初は私たち家族と一緒に遊びに連れて行っても距離があったのですが、自信をつけて

もらうために、応募してごらんと背中を押した日本語スピーチコンテストで２回入賞、日本語検定Ｎ１合

格などの成功体験を経て、だんだんと心を開いて冗談も言い合えるようになりました。「クリスティンは

１年持たず帰国してしまうかもしれない」と心配していた渋幕の担任からも、今年になってすごく明るく

積極的になって学校の友達もとても増えたと言っていただきました。 

お別れは突然やってきましたが、帰国してからも時々ＬＩＮＥで家族にメッセージをくれたりしていま

す。我々にとって「子供が立派に成長して香港で暮らし始めた」そんな感覚でおります。 

この度は常に寄り添ってご指導いただいたＡＦＳの皆様ありがとうございました。おかげ様で貴重な

経験をさせていただきました。 

 

 

コロナ騒ぎで急遽プログラムの途中で帰国した６６期・６７

期派遣生たち。学校にも行けず気持ちの切り替えも難しいの

ではと、５月に支部でオンライン帰国報告会を開催しました。

これから日本を発つ予定の派遣生とその保護者をリスナー

に迎え、「辛かったことをどう乗り越えたか」について、それ

ぞれの留学体験を語ってもらいました。 

「辛さあっての留学」「苦労は時間が解決してくれる」と語

る帰国生たちの力強い言葉にそれぞれのドラマを感じ、あら

ためて「体験すること」の貴重さを感じました。 

 

 

 

 

 

 

  

支部イベント報告   



AFS京葉�特別版�留学⽣編

   は元気です�

コロナあったが、ちっとも⼤�じゃ

ありません。たとえ��から�ませ

んでも、

お�さんとお�さんまだお仕事でき

ます�そろそろ�わりますように。

ニュースを⾒て東�はちょっと

��できないなあと�きました。

タイには�品��お�だけ開けまし

て、��やお�やデパートも休みま

す。

 

            んにちは、夏です。 ��元気

ですか。僕は元気にしています。留

��わった�僕は��に�ってまた3

年⽣になったです。そして⽇���

�を�けてJLPTはN3に��しまし

た。

�⼤�⽣なるためを��して⼤�の

⽇��科に�りました。��に��

気をつけて下さいcovid-19なれない

ように。

 

こ
ナツタイ

�葉ニュースレター | �別�| 1

ムイ タイ

⽇
クリスティン⾹�

コロナ時代を⽣きる世界の 1 0代の今

�
      FS KAKEHASHI PROJECTを�

えて�国に�ってまた⽇常⽣活をし

ています。 久しぶりに�国に�って

⼀�間はまた�国に��して�国の

友�とも�いました。 そして⼤��

�のために�⽇⼀⽣��に��して

います。 �国に�ったらやっぱり⽇

�のドラマが�かしくなって時��

きだった⽇�のドラマをまた⾒てい

ます。 もう⼀度⾒ても�当に��で

す。 いつも�に動�を�えてくれま

す。 7ヶ⽉間⽇�留�を�えて�っ

て来たので、留�した時を思い�し

たら友�がすごく�しいです. ⽇�

��の友�ともインスタで��を�

り�っています。 ⼿�を�るという

友�もいたし、 �に同じクラスだっ

た友�は�業�⾏で�国に来て�と

�うという�束までしてくれました.

そして、架け橋のメンバーだった

し、�と�国オリエンテーションか

ら同じチームに、同じ��で留�⽣

活を�ごしたパノイが別れる時にく

れた��作ったブレスレットを⾒る

と、�当に�が温まる気持ちです。

⽇�の友�と他の留�⽣の友�みん

な�は他の国にいますが、それでも

�はつながっている気がします。 �

に�えて良かったと思います。

 

A

ユンソ�国

   �で7ヶ⽉くらい留�していて、�の�⽣が⼤きく�わりました。まずは、昔

より⾃立していると�じました。⽇�へ⾏く前に、何があってもすぐ�に��するか

もしれないですが、この��を�して、問題がある時⾃�で向き�って、そして⾃�

の⼒で�決しようとしていました。それだけじゃなく、�しい��へ⾏って、ほっと

落ち�ける状�とはかけ離れて、不�な気持ちを�じながら、�々�してみることが

できました。例えば、�めてテニスをしたり、ホストファミリーと⼀�にスキーへ⾏

ったり、そういう体�は留�じゃないとできないと思います。なぜと�うなら、⾃�

の国にいる時はチャレンジしようという発想はなかなかないからです。ですが、留�

する間、この時間を⼤切にしなきゃと思って、たくさん思い�を作りたくなり、何が

あってもやってみないとわかんないって思いました。そして、この留�で�に�も重

�な��を�えたのは、国�的な友情です。留�することで、⽇��だけじゃなく、

他の国の�とも�すことができ、�んな��や知識を�んで、それを周りの�に�え

て、�界中の�を�げてくれると思っているんです。



AFS京葉�特別版�留学⽣編

  his is Hon Seng from Malaysia! 

I spent a year in Japan with Keiyo chapter in 2017 and 2018.

 As of now (2020), I have been taking on a degree in university and also

setting up the first University AFS Club in Malaysia. 

Upon returning to Malaysia, it took me awhile to adapt back to Malaysian culture. The food although familiar, was very

different, as if I have forgotten the spices and tastes of Malaysian food. I had a lot of stories and experiences to share with my

friends and families, and was asked with an equally large amount of enthusiastic questions regarding my school life in Japan.

How were my host families? How did I learn the Japanese culture and language throughout the year?  Some people ask

questions like if I watched anime every day or if I experienced any earthquakes. Which I find funny.  But ever since coming

back, I felt really grateful to have been able to experience a year of sharing my culture and learning a different culture. So, I

decided to contribute as much as I can to AFS Malaysia, in the hopes that I can enable or inspire others to go on this journey

as well. I have been working with AFS orientation camps for Japanese students coming into Malaysia, as well as Malaysians

going to Japan. I am proud that I was able to setup an AFS Club in my university, and hopefully be able to start new

university exchange programs among countries in South East Asia.

Here is a quote from Canadian astronaut Chris Hadfield that I took to heart during my transition back to Malaysian culture:

‘These are unique experiences that some of us are fortunate enough to be a part of, are about much more than checking of a

few boxes on the bucket list, it's our responsibility and honour in some ways to let these experiences and moments change

us. And that and channel it in a way that so that we can share it with others who may not have this kind of opportunity.’
 

 
    I feel greatly indebt to my host families and AFS Japan. I don’t think I will ever forget

the kindness and warmth that they showed to me throughout the year.

It is my duty (義�) in some ways to share that kindness and warmth with everyone.

As for my year in Japan, I still remember all the fond memories from my time in Narita

Kokusai High School. Especially in clubs and in events. It was really fun although

difficult. The challenges and lessons that I experienced greatly helped me in my daily

life now. Skills such as public speaking, confidence and self-esteem, how to

diplomatically explain or describe sensitive information, and most important of all,

patience.

I would advise exchange students in Keiyo chapter now to experience as much as you

can. It’s okay even if you fail, any experience, both good and bad won’t matter after you

return back to your home country. They will all be fond memories, be it memories that

make you laugh, cry or feel nostalgic. Be sure to go out there and make friends, make

memories and be comfortable being uncomfortable! 
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バネッサドイツ
   ello!  It was really hard going back to Germany. It felt like going home at the best

time. But I also was happy going home because I missed my family and friends a

lot. Here in Germany, I miss speaking in Japanese so much. I miss talking to my

hostfamily and friends. It felt different but normal coming back. 

My year in japan was amazing! I had so much opportunities and chances to

experience the japanese culture! I found a lot of friends and even I had some

problems with the hostfamily, I am over grateful for them to welcomed me in their

family. I learned a lot about the japanese culture and japanese in general and I

miss japan so much...  I had times where it was difficult being in a foreign

culture but overall it was the best year of my life! 
 

The Keiyo Chapter was the best! I had always so much fun and I had so many

people who helped me with my struggles. My LP's were the best and I love them

so much. They gave me so much support and I loved talking with them! Also the

Keiyo Chapter President was amazing in their work. She organized everything so

well! I am so happy! Thank you for everything and I miss you!

 

 

H
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            が1��に�っていることは、

1⽉に��で⾏われたスキー��です。ク

ラスでスキー場に⾏き、5⽇間�ごすと

いうものでした。午前中と午�の2時間

ずつスキーをして、�はみんなで⼤�間

に�まってレクリエーションをする、と

いう⽇�でした。�りの時間は同�のみ

んなと��で�びました。隙間時間がた

くさんあり、その間にみんなでたくさん

�したり、ゲームをしたりすることが�

来て、お�いの�離がギュッと�まった

気がします。その時ちょうどホストチェ

ンジをしたばかりでいろいろ不�なこと

もあったのですが、そんなことがすべて

�き�ぶくらい�しかったです。
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�� ��
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クラスのみんなはもうある�度スキーが

滑れたのですが、�は�く滑れず、�1�

のためにインストラクターはつけられな

かったからです。みんなが滑る間はスキ

ー場にある⼩さいレストランで待ってい

ました。その間�を描いていると、そこ

のオーナーさんから「上⼿だね」と声を

かけられました。��はどこから来たか

等の軽い��をするだけだったのです

が、⽇が�つにつれ�しくなりました。

⽇��を書いてと頼まれたり、ペットの

��を⾒せてもらったり。�を描いて�

したらその代わりに、とお菓�とかをも

らったりしました。

 �葉がうまく�せなくても⾃�の得�

なことやゲームを�じて�流したり、�

しさを共有したりできるのだなと�じま

した。

 

ただ�は2

回しかス

キーをす

ることが

�来ませ

んでし

た。

 

      型コロナウイルスの��で早期�国

が決まり、�が留�の⽬標であった「��

までドイツ留�を�⾛する」という⽬標を

�成することはできませんでした。しかし

半年⽇�を�て⽣活することは�に⽇�で

は�べない�びを�えてくれました。それ

は「⾃�からコミュニケーションを�るこ

との⼤切さ�しさ」です。ドイツでは�⼀

��はドイツ�です。�はドイツ�の��

を留�に⾏く⼀年前から��して⾏きまし

た。しかし現地についてホストファミリー

の�を�いてみると、�が⽇�で��した

�さよりも何�も�くて、⽿が�れるまで

の�めの３か⽉は�くことに精⼀�で、

     ⾃�からコミュニケーションを�ることができませんでした。⾃�からコミュニケーションを�れ

ないから、ホストシスターとは仲良くなれず気まずい��になり、��でも友�ができませんでし

た。�も「もっとこの留�⽣活を有�義なものにしたい」という思いがとても�かったので、⾃�で

単�の��やホストファミリーにドイツ�の�に�いたいと�ってドイツ�の��を��りました。

留�⽣活を�めて３か⽉�った�、�は�めて同じドイツ��の⽇�の友�と�のホストファミリー

の�でお泊りをしました。その時その友�よりも�の�がドイツ�を

 �き�れて上⼿に喋れたことで、⾃�の�⼒が�となっていることに

気づけました。そこから�は⾃�の喋るドイツ�に⾃�を持つことが

できました。ホストファミリーにも⾃�から�しかけに⾏くようにな

り、シスターとも仲良くなり、��でも�々な友�の輪に�ることが

できるようになりました。�国���で⾃�から�しかけることはと

ても�しく�気のいることです。しかし⾃�から�しかけることは、

�の留�⽣活を��したものにしてくれました。

 

      �体�を�して��の⼤切さを�めて知ることが

できました。イタリアでは、��を尊�し⼤切にする�

�が⽇�よりも�く⼀�に�ごす時間を⼤切にしていま

す。また、��との�がりも�く、よく�で�まって�

事を�して�し�います。�はイタリアのホストファミ

リーを⾒てこうやって留�に来れることも��がいたか
らこそ�現できることであってそれと同時にもっと��をすべきだったと思いました。��は常に�

い�在でなかなか気づけない�在だと�じました。

また、⾃�の主�をするというとても当たり前のことを�めて�びました。⽇�では周りの�に�わ

せる��が�く�付いていると�は思います。その中で⾃�の⾃我を�に�せないとこが�くありま

した。しかしイタリアではその��で個�⼀�ずつの�いを尊重する��が�いと留�中に思いまし

た。��ではみんなが⾃�の�⾒をはっきりと�い主�していました。これはとても⼤切なことだと

思います。1�1�がそれぞれ⾃�の主�を持っていることは当たり前でそれを発�することも��が

 持つ⾃由の中の1つです。また、それを�に�すことでスッキリ

するメリットもあります。しかし⽇�では�気を�み周りに�わ

せる��があります。国��が�む中、⽇�の��、⾵�をとど

めながらこの⾃�の主�のことのように�える必�があるものは

たくさんあるはずです。�は留�に⾏ったことで�くのことを�

ぶとともに�々な国�問題について�く�えることができまし

た。

�
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⼤杉 莉�オランダ

�
世界に⾶び出す⽇本⼈お知らせ
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      は2019年8⽉から2020年3⽉まで�

半年間オランダに留�した。オランダは⼩

国で昔から�易で栄えてきた国である。そ

のためかオランダ�のほとんどが流暢に英

�を�す。例えば��に�い�めてすぐの

�、同�⽣5�くらいのグループと�をす

る��があった。その時にオランダ�がま

だ未�な�が1���しただけでそこからの

��を�にわかるように�員が英�で�し

てくれた。正�、�は英�もそんなに得�

ではなかったしオランダ�ができるように

なりたいと思っていたからありがた�惑で

はあったがその�⼒は��に尊�した。こ

ういうことが1回だけでなく何回もあった。

  というか留�⽣だと�うと��は英�だった。オランダ�にとって英�はちょっと便利な��であ

り、�もが使いこなせて当たり前のものなのだろう。��、オランダでの英�の授業は��形式が�

く先⽣もほぼ英�だけで��などを⾏っていた。テレビでも英��の��をいつでも⾒ることができ

る。また、オランダ�は英�とよく�ているから�得が�しくないのだろう。しかし、それだけ英�

ができるオランダ�であってもやっぱり�国�はオランダ�であって、�に�せるのはオランダ�だ

と�っていた。だからオランダに⾏くならオランダ�ができるに�し

たことはないと思う。�たちも⼗�な英�⼒があったとしても�国�

が⽇��を�していたら�しいと�じるはずだ。そのため�はこれか

らもオランダ�を��してもう⼀度オランダを�れたい。また、��

��でもありとあらゆる知識を��して��で上⼿く使いこなせるよ

うになりたい。

 

      �の⽇��は内向的、なんて巷でボヤかれてますが、�当でしょうか�

メディアで�り上げられていないだけで、�は�界で�闘している⽇��は 

沢�いるんじゃないでしょうか�『�界に�び�す⽇��』では、�界の現場

で��に活�する⽇��にゲスト��いただき、��での⽣活、仕事に�味を

持つ�や、��への挑戦に�む�に、⼀�前へ踏み�す�押しをできれば、と

はじめたそうです。こちらを��しているのは、アフリカ南�マラウイを�点

に⽇�と��の�頼作りのお仕事に従事する⻘柳�希さん。

コロナの��で⽇�への�国を�儀なくされた�、�界に�び�した⽇��の�を�き�める情�

発�の場として「�界に�び�す⽇��」を立ち上げたそうです。�味はスポーツと�書と�き�

�し。

 �はAFS��者も�いJICA。�回、AFS×JICAの架け橋として、このチャンネルで��⽣への 

インタビュアーを�めるリターニーの�星�⾥�さんによると『AFSは�募から墓場まで･･･という

�葉の�り、友�、�え�、仕事、あちこちにAFSのご�や�びあり』とのこと。�いですね� 

 �葉��では、5⽉24⽇にブラジルに留�していた��久�君が��しました。��の配�では 

コスタリカに留�していた⾞�彩�さんが��予�です。

 

�

 配�（���む）はこちらから

https://www.facebook.com/pg/J

apanseGoToWorld/about/


